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Global Techno-Fusion

No.1

“和のものづくり” の源流

ー第1講 ：日本民族の由来：“受容するヒトHomo Accipientes
(ホモ・アシピエンツ)”への道ー

＜本講の内容＞
1.  ⼈類の誕⽣から現⽣⼈類までの進化
2.  ⼈類の出アフリカ：グレートジャーニー

への出発
3.  遺伝⼦解析にもとづく⼈類の旅路
4. ⽇本列島に渡ってきた⼈類たち
5. 遺伝⼦が明らかにする⽇本⼈の成⽴
6. 総括：⽇本⼈の根源的な本質“受容する

ヒト：Homo Accipientes(ホモ・アシピエ
ンツ)”

ものづくり原論懇話会

代表、坂本 治久 [博士(工学)]

Global Techno-Fusion

No.21.人類の誕生から現生人類までの進化
1.1霊長類の種の分岐の系譜

2600万年前
1400万年前

1000万年前
700万年前

直⽴歩⾏するヒト
族の祖先はおよそ
700万年前に誕⽣！

参考文献[11Wik1]

6500万年前
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No.31.2 ヒト、すなわち直立歩行する霊長類

ナックルウォーク
同じ類⼈猿でもニッチによって歩
⾏様式が異なる進化を遂げる！

サヘラントロプス
(約700万年前〜) アルディピテクス

(約580万年前〜)

参考文献[11Smi1][11Oka1][11Shi1] Global Techno-Fusion

41.3 ヒトはなぜ立ち上がったか？“ニッチ”の観点からの考察 [試論]

“⼝と⼿連合仮説(島泰三)”によると、アウストラロピテクス以来の“ヒト族”は、⾻を
割って⾻髄を⾷べるための⽯(⽯器？)を持つのにちょうど良い⼿を持っている！

参考文献[11Shi1]

Global Techno-Fusion

No.51.4 猿人から原人へ：ヒト、歩く歩く！ (1)

参考文献[11Oka1] Global Techno-Fusion

No.61.4 猿人から原人へ：ヒト、歩く歩く！ (2)

アウストラロ・
ピテクス

(400〜200万年前)

ホモ・エレクトス
(180〜7万年前)

ホモ・ハイデル
ベルゲンシス
(80〜30万年前)

ホモ・ネアンデ
ルターレンシス
(35〜3万年前)

現代⼈(ホモ・サピエンス)に先⽴つ“ヒト”属。このうち、ホモ・ネアンデルターレ
ンシスと現代⼈の“混⾎”だけは確認されている。

参考文献[11Wik1]
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No.71.4 猿人から原人へ：ヒト、歩く歩く！ (2)

アウストラロピテクス(直⽴猿⼈)は、ニッチ(固有⾷物)を求めて森から草原へと出た。
そして、ホモ・エレクトス(原⼈)は、アフリカを出て世界に広がった！

参考文献[11Oka1] Global Techno-Fusion

No.81.5 旧人から新人へ：現代人に繋がるヒト

50万年前以降に、現代⼈と遺伝⼦を共有するふたつの⼈類、
旧⼈(ネアンデルタール⼈、デニソワ⼈)と新⼈(ホモ・サピエ
ンス)が現れ、そのうちホモ・サピエンスだけが⽣き残った。

参考文献[11Oka1]
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No.92. 人類の出アフリカ：グレートジャーニーへの出発
2.1 一度目の出アフリカ：原人、アジアに新天地を見出す

ホモ・エレクトス (原
⼈)は、約170万年前に
ア フ リ カ を 出 て 、 約
100万年前までには新
たな地、アジアまで広
がって数万年前まで繁
栄した。

参考文献[11Oka1] Global Techno-Fusion

102.2 頓挫した二度目の出アフリカ：新人、旧人に屈する！

ホモ・サピエンスの最
初の出アフリカは、約
12万年前に遡る。イス
ラエル付近のレバント
地⽅に達したが、約9
万年前に氷河期が到来
して滅亡した。この時、
暖を求めてヨーロッパ
から南下したネアンデ
ルタール⼈との混⾎を
⽣じた。

参考文献[11Oka1]

Global Techno-Fusion

112.3 用意周到な三度目の出アフリカ：ヒト、万物の霊長となる (1)

⼀度⽬の出アフリカの失敗を克服する強⼒なツール、 “⾐服”と“⾈”を⼿に⼊れた。

参考文献[11Oka1] Global Techno-Fusion

122.3 用意周到な三度目の出アフリカ：ヒト、万物の霊長となる (2)

ホモ・サピエンスは、約7万年前に⼆度⽬の出アフリカを敢⾏する。ネアンデルター
ル⼈の⽀配するレバント地⽅を避け、紅海南端部“涙の⾨”を渡ってアジアに進出した。

参考文献[11Oka1]
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133. 遺伝子解析にもとづく人類の旅路
3.1 遺伝子考古学の主要な3つの手法

⽅法1： ミトコンドリアDNA解析
ミトコンドリアDNAは、⺟の卵⼦
の核の中のものが継承される。⼥
系の⾎統の継承を追跡できる。

⽅法2： Y染⾊体解析
Y染⾊体は、男性に固有な染⾊体で
あり、突然変異を除いて、そのま
ま継承される。⺟の卵⼦の核の中
のものが継承される。したがって、
男系の⾎統の継承を追跡できる。

⽅法3： 全ゲノム解析
全ゲノム解析は、その⼈物の疾病
や肌や瞳の⾊などの“個性”を明ら
かにする。

参考文献[11Shi2][11Wik2]

ハプログループ
[祖先に特有な
遺伝⼦に残る突
然変異の痕跡 ]
により分類

約31億塩基対に及ぶ核ゲノムの
全てから肌の⾊や疾病傾向など
の⾝体的特徴の全てがわかる。

Global Techno-Fusion

No.143.2 ミトコンドリア・イブの同定

現⽣⼈類のハプログループ
参考文献[11Shi2][11Wik3]

アフリカで4つの
L系統が⽣まれ、
そのうちのひと
つだけが出アフ
リカしてアジア
のM系統とヨー
ロ ッ パ のN系 統
が⽣まれた。

Global Techno-Fusion

153.3 Y遺伝子による“男系継承”の系譜

参考文献 [11Shi2]

突然変異によりハプロ
グループは、多様化し
てきた。⽇本⼈に特徴
的なD系統は、早い段
階の5万年以上前に分岐
している。⼀⽅、現在
の中国⼈に多いO系統
とN系統の分岐は、約3
万年前であり、⽇本⼈
より2万年以上遅れて東
アジアに到達したこと
を⽰唆している。

90,420
82,000

68,500

53,000

38,300

35,600

29,900

17,700

ほぼ⽇本のみ

(中国に多)

中央アジア、⽇本など
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No.163.4 “全ゲノム解析”が縄文人の女性の身体的特徴を詳細に復元！(1)

縄⽂⼈の⼥性の全ゲノムの解析例が
公開された。お酒に強く、縮れた⽑
や⿊い瞳などの詳細な⾝体的特徴を
明らかにできた。

参考文献[11Jij1]

Global Techno-Fusion

173.4 “全ゲノム解析”が縄文人の女性の身体的特徴を詳細に復元！(2)

お 酒 に 弱 い ⼈
の 遺 伝 形 質
“ALDH2変異型”
を 追 跡 す る こ
と に 基 づ い て
古 代 の ⼈ 類 の
広 が り の 過 程
を 伺 い 知 る こ
ともできる。

参考文献[11Shi2] Global Techno-Fusion

183.5 遺伝子が解明する出アフリカの旅路

参考文献[11Shi2]

3万〜2.5万年前
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No.194. 日本列島に渡ってきた人類たち
4.1 日本列島への三つの入り口

⽇本列島へのホモ・サピエンスの到達ルートは3系統と考えられている。約3万8千
年前に対⾺海峡を渡り、次に3万年くらい前に台湾から沖縄諸島へと渡り、最後に
3万〜2万5千年前に象を追って陸続きの北⽅から移り住んだ。

参考文献[11Kai1][11Oka1][11Chi1] Global Techno-Fusion

204.2 世界各地での最初の渡海の時期

参考文献[11Kai1]

⽇本⼈は、38,000年や30,000年と⾔う古い時期に数⼗km〜100kmの海峡を横断
していた。さらに、単に渡るだけではなく、列島の各地を⾈で⾏き来(往復)も
していた！

Global Techno-Fusion

214.3 [トピックス]3万年前の航海徹底再現プロジェクト (1)

参考文献[11Kai1]

最も⼤変な“渡海ルート”は台湾−沖縄諸島ルートであり、3万年前くらいに“⿊潮”を
乗り切って移住してきた。沖縄の⿅が体格的に固有種であることから、沖縄が確か
に海で隔てられていたことがわかる。

Global Techno-Fusion

224.3 [トピックス]3万年前の航海徹底再現プロジェクト (2)

参考文献[11Kai2][11Yah1]

台湾の⾼い⼭の上からは、与那国島が⾒える。ただし、海岸では
⾒えないので、何らかの航⾏管理⼿段(ナビゲーション)が必要！

Global Techno-Fusion

234.3 [トピックス]3万年前の航海徹底再現プロジェクト (3)

参考文献[11Kai3][11Asa1][11Asa2]

草⾈での挑戦(失敗)

⽵筏での挑戦(失敗)

国⽴科学博物館の“３万年前の航海徹底再現プロジェクト”
が成功！3万年前の技術での200kmの外洋航海を⽴証!

Global Techno-Fusion

244.4 台湾から沖縄か、それとも九州から台湾か？[試論]

遺跡年代をよく⾒てみ
よう！潮流の主流は確
かに南⻄から東北に流

れているが、、、

参考文献[11Kai2]
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254.5 古代の遠距離航法：漂流か、それとも航海か？ [試論]

漂流と航海の違いとは何か？
・漂流：帰還を想定しない航⾏；
・航海：帰還を前提とした航⾏。

⇒古代⽇本⼈は、想像を絶する回数の
“航海”の試⾏を⾏ったであろう！

古代の代表的な航海⽅法
・ 地乗り航法：⼭、島、岬等を視

ながら沿岸を航海する⽅法。
⇒ 古代⽇本⼈が⽇本列島の形を正確

に把握していた可能性あり！
・ 沖乗り航法(潮乗り航法)：天⽂観

測などにより⽅位を把握しなが
ら局所的な潮流を活⽤して⻑距
離を⾼速航海する⽅法。

⇒ 古代⽇本⼈が⽇本近海の潮流分布
を経験的に把握した可能性あり！

⽇本海の詳細な潮流の⽅位分布

参考文献[11Asa3] Global Techno-Fusion

265.遺伝子が明らかにする日本民族の成立ち
5.1 日本人のY遺伝子のハプログループからわかること (1)

参考文献[11Shi2]

Global Techno-Fusion

No.275.1 日本人のY遺伝子のハプログループからわかること (2)

参考文献[11It01] Global Techno-Fusion

No.285.1 日本人のY遺伝子のハプログループからわかること (3)

参考文献[11It01]

Global Techno-Fusion

No.295.1 日本人のY遺伝子のハプログループからわかること (4)

参考文献[11It01] Global Techno-Fusion

305.2 ミトコンドリアDNAのハプログループからわかること (1)

⽇本⼈は、世界で
も稀なほどに多様
な遺伝⼦を継承し
てきている！

参考文献[11Ito2]
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315.2 ミトコンドリアDNAのハプログループからわかること (2)

参考文献[11Ito2] Global Techno-Fusion

325.3 現代の日本人に色濃く残る縄文人と弥生人の特徴 (1)

←   あくまで
イメージです→

(真偽未確認です！)

参考文献[11Shi2]

Global Techno-Fusion

335.3 現代の日本人に色濃く残る縄文人と弥生人の特徴 (2)

参考文献[11Shi2] Global Techno-Fusion

346. 総括：日本人の根源的な本質“受容するヒト：Homo Accipientes”

1. 原初の⼈類はニッチ(⾻髄⾷)
獲得のため“⽯”を⼿に“直⽴
歩⾏”。

2. 驚異的な歩⾏能⼒(距離)が命
と世界を繋ぐ！

3. 原初の⽇本⼈は、約4万年前
に海を越えて列島に達した最
古級の⼈類。

4. 世界的にずば抜けた航海技術
の獲得とそれを活かした濃密
な地域間交流。

5. 古い南北2系統に遅れてきた
⼤陸第2期系統を平和的に受
け⼊れた3系統融和⺠族。

⽇本⺠族(C, D & O)
↓

アフリカから最も遠くに達した平和で
融和的な⼈類 “受容するヒト：Homo
Accipientes (ホモ・アシピエンツ)”

インド・ヨーロッパ(F,I,J)＆中華(O)⺠族
↓

遅れて発⽣して先住⺠を駆逐しながら
広まった⼈類 “知的(?)なヒト：Homo
Sapiens (ホモ・サピエンス)”

Global Techno-Fusion

357. (補遺) 日本にも旧人がいた!? ： 中期旧石器時代の痕跡 [試論]

⾦取遺跡(岩⼿県)の⽯器群
(約9万年前)

朝鮮半島の⽯器
(中期旧⽯器時代)

砂原遺跡(島根県)の
⽯器(？)(約12万年前)

旧⼈(または原⼈)が⽯器を
作成した可能性あり

↓
⽇本⼈は旧⼈のDNAを
世界で最も多く継承。

(例：花粉症の発症遺伝⼦)

参考文献[11Ton1][11Nar1][11Kai1] Global Techno-Fusion
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